
                         

印
旛
の
代
表
的
農
産
物 

ス
イ
カ
の
安
定
生
産
に
向
け
て
！ 

 

昨
年
末
の
十
二
月
二
十
五
日
、
印

旛
地
域
農
林
業
振
興
普
及
協
議
会
と

印
旛
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の
共
催
で
、

「
ス
イ
カ
安
定
生
産
に
向
け
た
輪
作

作
物
の
現
地
検
討
会
及
び
研
修
会
」

を
富
里
市
で
開
催
し
ま
し
た
。 

お
も
な
内
容
は
、
ス
イ
カ
で
発
生

し
て
い
る
ホ
モ
プ
シ
ス
根
腐
病
菌
に

よ
る
急
性
萎
凋
症
対
策
の
た
め
、
太

陽
熱
消
毒
実
施
期
間
が
確
保
で
き
る

ス
イ
カ
後
作
作
物
に
つ
い
て
、
圃
場

で
の
現
地
検
討
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、Ｊ
Ａ
富
里
市
を
会
場
に
、

昨
年
悩
ま
さ
れ
た
天
候
不
順
に
よ
る

着
果
不
良
を
回
避
す
る
た
め
、
雄
花

の
保
存
方
法
や
花
粉
専
用
品
種
の
活

用
事
例
に
つ
い
て
、
株
式
会
社 

萩

原
農
場
技
術
部 

吉
村
将
一
氏
よ
り

講
義
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
振
興

セ
ン
タ
ー
よ
り
、
キ
ュ
ウ
リ
幼
苗
を

用
い
た
、
圃
場
の
ホ
モ
プ
シ
ス
菌
密

度
の
評
価
方
法
を
説
明
し
ま
し
た
。 

 

一 

ホ
モ
プ
シ
ス
根
腐
病
菌 

こ
の
菌
は
糸
状
菌（
カ
ビ
）で
す
。

ウ
リ
類
の
根
に
感
染
、
増
殖
し
、
水

分
の
吸
収
を
妨
げ
、
菌
密
度
が
高
い

ほ
ど
早
く
萎
凋
症
状
が
現
れ
ま
す
。 

萎
凋
し
た
根
の
残
渣
が
感
染
源
と

な
り
、
三
年
以
上
は
土
中
で
感
染
能

力
を
保
持
し
て
い
ま
す
。
防
除
の
た

め
に
は
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
く
ん
蒸
剤

が
有
効
で
す
。
ま
た
、
比
較
的
高
温

に
弱
い
菌
な
の
で
、
三
十
五
℃
以
上

の
積
算
時
間
が
百
時
間
で
防
除
で
き

る
た
め
、
ハ
ウ
ス
で
の
土
壌
還
元
消

毒
や
、
露
地
に
お
い
て
も
梅
雨
明
け

か
ら
一
カ
月
程
度
ト
ン
ネ
ル
を
密
閉

し
太
陽
熱
消
毒
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
栽
培
に
よ
っ
て
増
え
た
菌
の

密
度
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

実
例
と
し
て
、
平
成
元
年
に
メ
ロ

ン
ホ
モ
プ
シ
ス
根
腐
病
が
発
生
し
た

神
奈
川
県
三
浦
市
で
は
、
後
作
の
ダ

イ
コ
ン
の
播
種
が
始
ま
る
九
月
ま
で

の
ト
ン
ネ
ル
密
閉
か
、
ま
た
は
殺
セ

ン
チ
ュ
ウ
剤
処
理
と
全
面
マ
ル
チ
被

覆
を
実
施
し
、
熱
に
よ
る
防
除
に
成

功
し
て
い
ま
す
。 

 

二 

ス
イ
カ
後
作
品
目
の
検
討 

印
旛
地
域
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
ス
イ

カ
後
作
の
秋
冬
ニ
ン
ジ
ン
の
播
種
時

期
が
、
太
陽
熱
消
毒
の
効
果
が
高
い

時
期
と
重
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
九

月
以
降
に
栽
培
が
開
始
で
き
、
特
殊

な
機
械
装
備
が
不
要
な
品
目
と
し
て

レ
タ
ス
、
ニ
ン
ニ
ク
の
試
作
圃
場
を

視
察
し
ま
し
た
。 

レタス圃場での現地検討 
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今
回
の
レ
タ
ス
の
試
作
で
は
、
保

温
に
ス
イ
カ
の
ト
ン
ネ
ル
資
材
を
再

利
用
し
、
十
月
上
旬
の
定
植
で
、
十

二
月
上
旬
か
ら
収
穫
で
き
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
ニ
ン
ニ
ク
は
早
生
の
「
暖

地
型
」
を
試
作
し
て
い
ま
す
。 

 

萎
凋
症
多
発
圃
場
で
は
、
菌
密
度

を
減
ら
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
品
目

を
検
討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

三 

ス
イ
カ
の
安
定
着
果
技
術 

 

安
定
着
果
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
質
の
良
い
雌
花
の
着
生
、
②
花
粉

の
安
定
的
な
確
保
、
③
交
配
期
の
環

境
条
件
の
三
点
で
あ
り
、
今
回
の
研

修
会
で
は
②
に
つ
い
て
重
点
的
に
説

明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

(1)
開
花
当
日
の
雄
花
の
貯
蔵 

●
花
粉
が
十
分
出
た
ら
、
で
き
る
だ

け
早
く
雄
花
を
採
取
し
、
結
露
し
な

い
よ
う
に
乾
燥
し
た
タ
オ
ル
や
シ
リ

カ
ゲ
ル
を
入
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等

の
容
器
に
並
べ
、
８
～
10
℃
で
貯
蔵

す
る
。
貯
蔵
期
間
は
二
日
が
限
度
。 

(2)
開
花
前
日
の
雄
花
の
利
用 

●
翌
日
開
花
す
る
雄
花
は
で
き
る
だ

け
日
没
直
前
に
採
取
し
、
タ
ッ
パ
ー

等
の
容
器
の
底
に
軽
く
湿
ら
せ
た
タ

オ
ル
を
敷
い
て
蕾
の
乾
燥
を
防
ぐ
。 

●
風
呂
の
蓋
の
上
な
ど
、25
～
28
℃

に
保
温
し
、
10
時
間
程
度
光
が
当
た

ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
そ
の
後
、
光

に
当
た
る
と
花
弁
が
開
き
、
人
工
交

配
し
や
す
い
。 

(3)
花
粉
採
取
専
用
品
種
の
利
用 

 

●
「
SA
―
75
」
は
、
栽
培
品
種
よ
り

二
～
三
週
早
く
播
種
す
る
。 

●
育
苗
ハ
ウ
ス
内
に
電
熱
線
を
引
き
、

四
寸
ポ
ッ
ト
で
育
苗
し
た
株
を
そ
の

ま
ま
並
べ
、
ツ
ル
を
一
定
方
向
に
伸

ば
す
。（
摘
芯
は
し
な
い
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
引
地 

睦
子
） SA－75の花 

～
種
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た

め
の
水
稲
育
苗
管
理
～ 

 

一
．
昨
年
の
傾
向
と
反
省 

平
成
２
０
年
度
の
水
稲
育
苗
期

（
３
月
～
４
月
）
は
全
体
的
に
気
温

が
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
低
温

に
よ
り
弱
っ
た
苗
に
カ
ビ
が
繁
殖
し
、

苗
の
一
部
も
し
く
は
全
体
の
生
育
を

抑
制
し
た
例
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、「
出
芽
、
生
育
の
不
揃

い
」
の
場
合
も
多
く
、
例
年
よ
り
も

「
種
子
」
の
持
つ
発
芽
・
出
芽
力
の

差
が
現
れ
や
す
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

二
．
今
年
の
対
策 

種
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
基

本
技
術
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
技
術

の
ポ
イ
ン
ト
は
４
つ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。 

（
１
） 

塩
水
選 

未
熟
種
子
を
除
去
す
る
こ
と
で
、

発
芽
率
が
高
く
、
生
育
揃
い
の
よ
い

精
選
種
子
が
得
ら
れ
ま
す
。 

（
２
） 

種
子
消
毒 

種
子
か
ら
伝
染
す
る
も
の
に
い
も

ち
苗
、
馬
鹿
苗
病
、
細
菌
性
苗
立
枯

病
が
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
買
っ

た
種
は
消
毒
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で

各
自
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

（
３
） 

浸
種 

個
々
の
種
子
の
休
眠
程
度
は
異
な

る
た
め
、
発
芽
を
揃
え
る
た
め
に
行

い
ま
す
。
１
０
～
１
７
℃
、
積
算
１

０
０
℃
（
平
均
水
温
×
日
数
）
を
目

安
と
し
ま
す
。
低
温
期
で
も
水
温
は

１
０
℃
以
上
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。 

（
４
） 

催
芽 

出
芽
を
揃
え
る
た
め
、
浸
種
を
終

え
た
種
籾
を
育
苗
器
な
ど
で
３
０
℃

に
加
温
し
、
幼
芽
長
が
１
㎜
以
内
の

鳩
胸
状
態
に
し
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
が
も
つ
効
果
や
意

義
を
確
認
し
、
均
一
な
出
芽
と
な
る

よ
う
播
種
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

 
ま
た
、
稚
苗
育
苗
の
場
合
、
最
適

播
種
量
は
１
３
０
～
１
５
０
ｇ
／
箱

で
す
。
高
密
度
の
環
境
は
細
菌
病
菌

の
繁
殖
を
促
進
す
る
た
め
注
意
が
必

要
で
す
。 

 



◆経営成果とその要因から次期計画を立てる

出荷技術 販売単価

生産技術

経営条件

規模

資本力

立地条件

生産コスト

所得（収益性）

財務バランス

（安全性）

品質

畜産物

生産資材

内部 外部条件 経営成果

次
期
改
善
計
画
の
作
成 

■ 
は
じ
め
に 

前
号
か
ら
の
続
き
で
今
月
号
は
、

我
が
家
の
二
一
年
の
改
善
計
画
の

作
成
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。 

前
年
の
経
営
実
績
を
取
り
ま
と
め

て
税
務
申
告
を
済
ま
せ
た
人
、
た

だ
い
ま
集
計
中
と
い
う
人
も
い
る

と
思
い
ま
す
。 

そ
の
税
務
申
告
に
使
っ
た
決
算
書

を
活
用
し
て
平
成
二
一
年
に
向
け

た
経
営
改
善
計
画
を
作
成
し
て
み

ま
し
ょ
う
。 

○
決
算
書
の
分
析 

ま
ず
前
号
で
お
話
し
た
、
「
収
益

性
」
や
「
生
産
性
」
が
ど
う
で
あ

っ
た
か
を
決
算
書
か
ら
読
み
取
り

ま
す
。 

経
営
者
は
、
前
年
よ
り
少
し
で
も

経
営
に
改
善
を
加
え
て
収
益
を
高

め
て
い
く
工
夫
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
の
作
業
が
分
析
作

業
で
す
。（
下
表
参
考
） 

平
成
二
〇
年
は
、
燃
油
・
飼
料
・

肥
料
・
各
種
農
業
資
材
の
高
騰
と

農
畜
産
物
価
格
の
低
迷
も
あ
り
、

ど
こ
の
農
家
も
収
益
性
が
低
下
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
原
因
は
、
資
材
高
騰
だ
け
に

あ
っ
た
の
か
、
他
の
要
因
が
な
か

っ
た
の
か
を
調
べ
ま
す
。 

資
材
高
騰
は
、
平
成
十
九
年
と
比

較
し
て
ど
の
程
度
上
が
っ
た
の
か
。

農
畜
産
物
の
販
売
金
額
が
ど
う
で

あ
っ
た
か
。 

品
目
別
の
販
売
量
や
単
価
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。 

経
営
に
参
加
し
て
い
る
奥
さ
ん
や

後
継
者
の
人
た
ち
と
と
も
に
考
え

る
事
が
大
切
で
す
。 

こ
の
こ
と
で
我
が
家
の
経
営
の
問

題
点
を
明
確
し
ま
す
。 

 

○
目
標
設
定 

次
に
、「
こ
う
し
た
い
」
と
い
う
具

体
的
な
目
標
を
設
定
し
ま
す
。 

目
標
は
、
収
益
を
上
げ
る
た
め
に

売
上
を
上
げ
た
い
と
か
、
か
か
り

す
ぎ
た
経
費
を
こ
の
程
度
に
し
た

い
と
か
経
営
者
に
よ
っ
て
違
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
問
題
点
を

解
決
す
る
取
組
が
経
営
改
善
で
す
。 

改
善
項
目
は
、
品
目
の
見
直
し
、

規
模
の
拡
大
、
品
質
改
善
、
出
荷

先
の
再
検
討
、
仕
入
業
者
の
再
検

討
、
労
働
力
の
配
分
や
確
保
等
が

上
げ
ら
れ
ま
す
。 

改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目

は
複
数
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
計
画
し
て
紙

に
書
い
て
み
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

認
定
農
業
者
に
な
っ
て
い
る
人
は
、

改
善
計
画
書
が
イ
メ
ー
ジ
出
来
る

と
思
い
ま
す
。 

長
期
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
が
一
年
ご
と
の
目
標
設
定

が
現
実
的
な
計
画
で
す
。 

 

○
経
営
は
変
化
し
続
け
る 

農
業
経
営
は
、「
日
々
の
営
み
」
と

い
う
継
続
性
の
中
に
あ
り
ま
す
。 

世
の
中
の
変
化
に
対
応
し
た
仕
組

み
を
経
営
者
が
つ
く
り
出
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

現
状
か
ら
目
標
に
向
か
っ
て
変
化

さ
せ
る
こ
と
が
経
営
改
善
で
す
。 

変
化
さ
せ
る
た
め
の
牽
引
力
は
経

営
者
の
意
志
で
あ
り
変
化
を
支
え

る
の
が
経
営
者
の
技
術
で
す
。 

自
分
の
経
営
を
見
直
す
機
会
と
し

て
平
成
二
〇
年
の
決
算
書
を
読
み

直
し
て
次
期
の
改
善
計
画
を
作
成

し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

        

        



新
し
く
認
証
さ
れ
た
農
業
士
・
指
導

農
業
士
の
ご
紹
介 

農
業
士
は
、
地
域
農
業
の
推
進
者

と
し
て
活
躍
さ
れ
る
青
年
農
業
者
を

指
導
農
業
士
は
、
地
域
農
業
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
後
継
者
育
成
に
尽
力
さ

れ
る
方
を
知
事
が
認
証
す
る
も
の
で

す
。 新

規
認
証
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

☆
農
業
士 

○ 

池
谷 

英
幸 

氏
（
成
田
市
） 

各
青
年
組
織
の
役
員
を
経
験
し
、

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
。
サ
ツ
マ
イ
モ
を

中
心
と
し
た
露
地
野
菜
経
営
農
家 

      

○ 

島
田 

隆 

氏 

（
成
田
市
） 

サ
ツ
マ
イ
モ
の
専
業
農
家
。
地
域

ブ
ラ
ン
ド
「
大
栄
愛
娘
」
の
販
促
活

動
に
尽
力
、
高
品
質
の
サ
ツ
マ
イ
モ

を
生
産
す
る
。 

     

☆
指
導
農
業
士 

○ 

岩
淵 

公
子 

氏
（
八
街
市
） 

Ｊ
Ａ
い
ん
ば
八
街
地
区
の
女
性
部

初
代
部
長
で
女
性
リ
ー
ダ
ー
。 

 

施
設
野
菜(

ス
イ
カ
、
ト
マ
ト
。
イ

チ
ゴ)

を
中
心
と
し
た
経
営 

     

○ 

江
原 

清 

氏
（
四
街
道
市
市
） 

施
設
（
イ
チ
ゴ
）
＋
露
地
野
菜
経

営
。
遊
休
農
地
解
消
の
た
め
作
業
受

託
請
負
や
幼
稚
園
児
の
た
め
の
農
業

体
験
に
取
り
組
む
。 

    

農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
新
し
く
農
業

を
始
め
た
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
同
世

代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
、
農

業
の
基
礎
的
、
専
門
的
な
知
識
・
技

術
を
段
階
的
に
身
に
付
け
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。 

・
対
象
者･･･

新
規
に
就
農
し
た
者

で
お
お
む
ね
３
５
歳
ま
で
の
青

年
農
業
者 

・ 

内
容･･･

研
修
期
間
は
３
か
年

で
、
農
家
経
営
に
必
要
な
基
本

的
知
識
、
技
術
の
習
得
を
目
的

に
現
地
視
察
、
講
義
等 

・ 

開
催
場
所･･･

印
旛
農
林
振
興

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
管
内
の

現
地
研
修
等
を
組
み
合
わ
せ
て 

研
修
期
間
お
よ
び
日
時･

･
･

平
成

２
１
年
５
月
か
ら
平
成
２
２
年
３
月
ま

で ・
参
加
経
費･･･

基
本
的
に
無
料
で

す
（一
部
，
必
要
経
費
を
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
）。 

植
林
や
間
伐
を
行
う
方
に
助
成 

 

県
で
は
森
林
を
所
有
し
て
い
る
皆

さ
ん
が
ス
ギ
や
雑
木
な
ど
の
樹
木
を

伐
採
し
、
そ
の
跡
地
な
ど
に
（
１
０

a

あ
た
り200

本
以
上
（
植
栽
面
積

は
０
．
０
５a

以
上
）
の
植
栽
）
杉

ヒ
ノ
キ
な
ど
の
苗
木
の
植
栽
、
植
栽

後
行
う
下
刈
り
（5

年
生
ま
で
）
や

11

年
生
か
ら45

年
生
ま
で
の
森
林

の
間
伐
（
間
伐
率1

割
以
上
）
を
行

う
場
合
及
び
ス
ギ
非
赤
枯
性
溝
腐
病

の
被
害
を
受
け
た
林
の
伐
採
や
、
伐

採
跡
地
に
植
栽
す
る
場
合
な
ど
に
、

事
業
費
の1

部
を
助
成
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
非
赤
枯
性
溝
腐
病
関
係

は
、
成
田
市
、
佐
倉
市
、
八
街
市
、

富
里
市
、
酒
々
井
町
の
森
林
が
対
象

と
な
り
ま
す
。 

植
栽
や
伐
採
（
間
伐
）
を
お
考
え

の
方
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
森

林
関
係
窓
口
、
森
林
組
合
印
旛
事
業

所
（043

－483-3770

）、
農
林
振
興

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 


